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1. 5倍とすると遮断までの遅れは 1 ms以内で、なければならないという具体的な条件を明らかにしている。電流型­
電流型の変換器構成では，逆変換器が電流源的にはたらくため，負荷変動時の電圧変動が大きくなるが，過電圧抑
制対策として避雷器の使用が有用であること，また，交流系統側での事故に対しては変換素子に過電流が流れず有
利であることを明らかにしている。
(5) 一方向送電の場合に適用可能な電流型他励式一電圧型自励式の変換器構成については，交流系統の負荷変動に対
して電圧変動が小さく，系統の安定な運転が計れるが，交流系統事故から逆変換器を保護するためにそれをブロッ
クすると直流コンデンサに過電圧が生じ，対策として避雷器設置などの保護手段が必要となるのでシステム全体と
しては必ずしも低コストになるとは限らないという指摘をしている。
以上のように，本論文は，直流送電に自励式変換器を適用することによって，直流送電を自律的に制御可能とし，
変換器の高速制御性を活かした交流系統の制御を加えて電力系統の安定度及び信頼性の向上が計れることを明らかに
したもので，変換器及び制御系設計のために有用な変換器構成と系統特性に関する新たな知見を提示しており，電力
工学の発展に貢献するところが大き L 、。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
